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○実施概要

○調査時期

2019年9月27日～10月10日

○調査対象

北陸経済連合会会員企業

○回収率

回答率51.3％（送付企業306社、回収数157社）　

○調査企業概要

2

　北陸の景気動向や業況その他について、会員の意見、要望を迅速かつ的確に把握し、各
方面への要望活動に活かすため、北陸地域の景況などに関するアンケート調査を実施し
た。[今回で42回目]
　以下、その結果を報告する。

1. アンケート調査実施概要

本社の所在地 回収数 割合 業   種 回収数 割合
富山県 59 37.6% 食料品製造業 1 0.6%
石川県 50 31.8% 繊維工業 2 1.3%
福井県 18 11.5% 製 木材・紙・パルプ製造業 1 0.6%
北陸三県以外 30 19.1% 出版・印刷・同関連業 4 2.5%

計 157 100.0% 造 化学工業 4 2.5%
鉄鋼業・非鉄金属製造業 6 3.8%

業 金属製品製造業 9 5.7%
資 本 金 回収数 割合 機械工業 10 6.4%

1億円未満 47 29.9% その他製造業 20 12.7%
1億円～10億円未満 46 29.3% 小計 57 36.3%
10億円以上 64 40.8% 卸売業 15 9.6%

計 157 100.0% 小売業 2 1.3%
非 建設業 18 11.5%

電気・ガス・水道業 5 3.2%
製 運輸業 9 5.7%

調査結果の取りまとめにおいては、規模別を 農・林・漁業 0 0.0%
以下の基準で分類することとする。 造 鉱業 0 0.0%
【規模別】 金融業・保険業 17 10.8%
　　大企業　：資本金10億円以上 業 不動産 3 1.9%
　　中堅企業：資本金1億円以上10億円未満 サービス業 20 12.7%
　　中小企業：資本金1億円未満 その他の非製造業 11 7.0%

小計 100 63.7%
計 157 100.0%
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１．国際化について

・

・

・

・

・

・

・

・

「第四次中期アクションプラン」の重点項目のうち、北経連の活動で特に期待するものは、「地方定
着・地方回帰による定住人口増加に向けた取組み」が35.0％と最も多く、続いて「関東、関西および
中部との交流促進のためのアクセス向上（北陸新幹線の敦賀までの早期開業、フル規格での大阪まで
の延伸）」12.7％、「域内産業集積を活かしたものづくり拠点形成支援」7.6％となっている。
北経連会員としてのメリットは「地域経済の活性化方策（北経連の活動）に対する意見反映」が、
46.5％と最も多く、続いて「講演会、セミナー、懇談会への参加による情報収集」44.6％、「人的
ネットワークの形成」38.9％となっている。
※1「北陸近未来ビジョン」：北陸経済連合会が2019年6月に公表した、2030年代中頃の北陸の「あり
たい姿」を描いたビジョン。（資料1・24頁）
※2「第四次中期アクションプラン」：2016年に策定した北陸を「関東・関西・中部と並ぶ圏域となる
べく、『地方創生のモデル地域』を目指した」北陸経済連合会の5か年の中期行動計画。（資料2・28
頁）

生産拠点としてはベトナム、市場としてはインドを最も有望な進出先とみている。
国際化人材の不足が大きな課題となっている。

2019年度上期の業績の前期（2018年度下期）との比較では、業績判断BSI（「改善」と答えた割合から
「悪化」を引いた値）でみると、今期は▲9.6（前回4.0）と2016年上期以来、6期ぶりのマイナスと
なっている。業種別でみると、製造業が▲17.5（前回1.9）、非製造業が▲5.0（前回5.0）とどちらも
減少し、特に製造業の方が悪化傾向が強い。
来期（2019年度下期）の見通しについては▲16.0（今期▲9.6)とさらに悪化を見込む企業が多くなっ
ている。

今後、国際化について「拡大する」と答えた企業は30.6％(前回34.7％【2017年10月調査】)、「現状
維持」は22.3%(前回18.0％)、「検討していない」は46.5％(前回39.5％)であった。
今後、生産拠点として有望な国・地域について、ベスト３はベトナム(21.7％)、インド(10.8％)、タ
イ(8.3％)となった。
今後、市場として有望な国・地域について、ベスト３はインド(15.9％)、ベトナム(15.3％)、中国
(12.7％)となった。
国際化を進める上での障壁、課題は「国際化人材の不足」が46.5％と最も多く、続いて「ノウハウの
不足」21.0％、「進出先の政情不安」16.5％となっている。
国際化を進める上で、行政や経済団体に望むことは、「資金面での支援」が28.0％と最も多く、続い
て「人材育成支援」27.4％、「現地パートナーの紹介」23.6％となっている。

２．「北陸近未来ビジョン」（※1）、「第四次中期アクションプラン」（※2）について

「北陸近未来ビジョン」に関して一定の評価を頂いているものの、「一人当たりＧＲＰ（域内総生
産）水準の引き上げ」については、今後具体策の提示が必要。北経連の活動で特に期待することは、
「定住人口増加に向けた取組み」となっている。

「北陸近未来ビジョン」への評価は、「大いに評価する」「評価する」が78.3％、「どちらともいえ
ない」が19.1％、「評価しない」「全く評価しない」が0.6％であった。
「北陸近未来ビジョン」の中で、最も評価する点は「スマート・リージョン北陸の定義」が56.7％と
最も多く、最も評価できない点は「一人当たりGRP（域内総生産）水準の引き上げ」が31.8％と最も多
かった。

2019年度上期の景気動向は、前期（2018年度下期）と比べて「良くなった」「やや良くなった」と答
えた企業が7.0%で、「やや悪くなった」「悪くなった」の35.7%の方が上回っている。「変わらない」
と答えた企業は57.3％と半数を占めている。

悪くなったという回答が増えており、減速傾向がみられる。
来期はより悪化を見込み、悪化傾向はしばらく続く見通し。

2019年度上期の景気について、景気判断BSI（「良くなった」と答えた割合から「悪くなった」を引い
た値）でみると▲28.7となり、2016年上期の調査以来6期ぶりのマイナスとなった。
また、来期（2019年度下期）の見通しの景気判断BSIは▲45.9（今期▲28.7）となり悪化を見込む回答
が多くなっている。

業績水準が良いという回答が減り、悪化のきざしがみられる。
来期はより悪化を見込み、人材確保が大きな課題となっている。

現在の業績水準について、「大変良い」「良い」とみている企業が27.4%(前回41.2%)と前回調査より
減少し、「どちらともいえない」とみている企業が51.6％（前回42.5%）、「悪い」「大変悪い」とみ
ている企業が19.7%(前回15.0%)と、前回調査より増えている。

２. アンケート調査結果概要

北陸の景気動向

業績

[ 総 括 ]

その他
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悪くなったという回答が増えており、減速傾向がみられる。
来期はより悪化を見込み、悪化傾向はしばらく続く見通し。

 注) 2019年4～9月(今期)の変化幅は2018年10～3月(前期)との対比、2019年10～3月(見通し)の変化幅は2019年4～9月(今期)との対比。

図表2.2019年度上期の景気判断と見通し

図表1.2019年度上期の景気（前期比）

2019年度上期の景気動向は、前期（2018年度下期）と比べて「良くなった」「やや良くなっ
た」と答えた企業が7.0%で、「やや悪くなった」「悪くなった」の35.7%の方が上回ってい
る。「変わらない」と答えた企業は57.3％と半数を占めている。(図表1)

2019年度上期の景気について、景気判断BSI（図表2、※）では▲28.7となり、2016年上期の
調査以来6期ぶりのマイナスとなった。業種別にみると、製造業が▲42.2(前回0.0）、非製造
業が▲21.0（前回6.0）と、製造業の方がより景気が悪化したとみている。

2019年度上期の北陸地域の景気については、「すでに回復」「回復基調」とみる企業が7.7%
で、前回調査（50.3％）より減少している。「横這い」（54.8％）「下降」（35.7％）と見
る企業が多くなっている。（図表3）

現在の景気が「すでに回復」「回復基調」とした企業について、回復した理由を尋ねたとこ
ろ、「設備投資の回復」が58．3%と最も多く、「公共投資の効果」が33.3%と続いている。
（図表4）

一方、現在の景気が「横這い」「下降」とした企業に対し、今後回復に転じると予想される
時期について尋ねたところ、2019年度下期が2.8%、2020年度上期が30.3%、2020年度下期が
18.3%、2021年度上期以降とみる企業が31.0%となっている。（図表5）

来期（2019年度下期）の見通しについては▲45.9と今期(▲28.7)からさらに悪化している。
業種別（製造業▲49.1、非製造業▲44.0）、規模別（大企業▲45.3、中堅企業▲52.2、中小
企業▲40.4）でもすべての項目でマイナスとなっている。（図表2）

Ⅰ.景気動向

※景気判断BSI

（「良くなった」「やや良くなった」） - （「悪くなった」「やや悪くなった」）社数構成比 単位：％ポイント

前回調査

2018年10～3月（前期）

景気判断BSI 景気判断BSI 変化幅 景気判断BSI 変化幅

3.9 ▲ 28.7 ▲ 32.6 ▲ 45.9 ▲ 17.2

製造業 0.0 ▲ 42.2 ▲ 42.2 ▲ 49.1 ▲ 6.9

非製造業 6.0 ▲ 21.0 ▲ 27.0 ▲ 44.0 ▲ 23.0

大企業 14.1 ▲ 36.0 ▲ 50.1 ▲ 45.3 ▲ 9.3

中堅企業 ▲ 7.2 ▲ 21.7 ▲ 14.5 ▲ 52.2 ▲ 30.5

中小企業 1.8 ▲ 25.5 ▲ 27.3 ▲ 40.4 ▲ 14.9

業
種

規
　
模

2019年10～3月（見通し）

今回調査

全産業

2019年4～9月（今期）

良くなった

0.6%

やや良くなった

6.4%

変わらない

57.3%

やや悪くなった

32.5%

悪くなった

3.2%

(n=157)
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図表3.2019年度上期の景気基調

図表4.2019年度上期の景気が良い理由（複数回答）
景気が「すでに回復」「回復基調」と回答された企業

景気が「底這い」「下降」と回答された企業

図表5.北陸地域の景気が回復に転じる時期
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3.5
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6.5
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17.6 

54.8 
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59.0

56.3

50.0

57.4

21.6 

35.7 

43.9

31.0

32.8

36.2

10.5 

0.6 

1.8

2.2

1.3 

1.8

1.0

1.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=153)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

すでに回復 回復基調 横這い 下降 その他 無回答

58.3

33.3

25.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

設備投資の回復

公共投資の効果

個人消費の回復

住宅投資の増加

企業収益の回復

輸出の増加

経済政策

その他

全産業(n=21)

(%)

2019下期

2.8%

2020上期

30.3%

2020下期

18.3%

2021上期 以降

31.0%

その他

12.7%

無回答

4.9%

(n=142)
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図表6.現在の業績水準

2019年度上期の業績について、業績判断BSI（図表7 ※）の現状判断は、▲9.6（前回4.0）と
なり、2016年上期以来、6期ぶりのマイナスとなっている。

規模別では、大企業が▲12.6（前回12.3）、中堅企業が▲10.9（前回▲16.6）、中小企業が
▲4.2（前回11.1）となり、いずれもマイナスになっている。（図表7）

業種別でみると、製造業が▲17.5（前回1.9）、非製造業が▲5.0（前回5.0）とどちらも減少
し、特に製造業の方が悪化傾向にある。（図表7）

来期（2019年度下期）の見通しについては▲16.0（今期▲9.6)とさらに悪化を見込む企業が
多くなっている。業種別では製造業が▲31.6（今期▲17.5）、非製造業▲7.0（今期▲5.0）
と、製造業の方がより悪化を見込んでいる。 （図表7）

経営上の課題では、「人材養成･確保」(75.2%)が最も多く、次いで「国内販売力の強化」
(51.0%)となり、「新商品開発」(35.0%)、「新分野への進出」(34.4%)がこれに続いている。
（図表8)

現在の業績水準について、「大変良い」「良い」とみている企業が27.4%(前回41.2%)と前回
調査より減少し、「どちらともいえない」とみている企業が51.6％（前回42.5%）、「悪い」
「大変悪い」とみている企業が19.7%(前回15.0%)と、前回調査より増えている。(図表6)

業績水準が良いという回答が減り、悪化のきざしがみられる。
来期はより悪化を見込み、人材確保が大きな課題となっている。

Ⅱ.業績

3.9 37.3 

27.4 

22.8

30.0

25.0 

30.4 

27.7 

42.5 

51.6 

54.4

50.0

53.1 

43.5 

57.4 

15.0 

17.8 

21.1

16.0

18.8 

21.7 

12.8 

1.9 

1.8

2.0

4.3 

2.1 

1.3 

1.3 

2.0

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=153)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

大変良い 良い どちらとも言えない 悪い 大変悪い 無回答
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【業種別】

図表7.2019年度上期の業績判断と見通し

図表8.経営上の課題（3つまで回答）

 注) 2019年4～9月(今期)の変化幅は2018年10～3月(前期)との対比、2019年10～3月(見通し)の変化幅は2019年4～9月(今期)との対比。

75.2

51.0

35.0

34.4

17.2
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7.0

6.4

5.1

3.2

1.9

3.2

56.1

47.4

49.1

29.8

26.3

26.3

8.8

17.5

3.5

3.5

1.8

0.0

86.0

53.0

27.0

37.0

12.0

3.0

6.0

0.0

6.0

3.0

2.0

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

人材養成・確保

国内販売力の強化

新商品開発

新分野への進出

原材料費の削減

研究開発

環境問題への対応

輸出競争力の強化

円滑な資金調達

余剰人員の削減

過剰設備の削減

その他

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

(%)

※業績判断BSI

（「改善」「やや改善」） - （「悪化」「やや悪化」）社数構成比 単位：％ポイント

前回調査

2018年10～3月（前期）

業績判断BSI 業績判断BSI 変化幅 業績判断BSI 変化幅

4.0 ▲ 9.6 ▲ 13.6 ▲ 16.0 ▲ 6.4

製造業 1.9 ▲ 17.5 ▲ 19.4 ▲ 31.6 ▲ 14.1

非製造業 5.0 ▲ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 7.0 ▲ 2.0

大企業 12.3 ▲ 12.6 ▲ 24.9 ▲ 21.9 ▲ 9.3

中堅企業 ▲ 16.6 ▲ 10.9 5.7 ▲ 8.7 2.2

中小企業 11.1 ▲ 4.2 ▲ 15.3 ▲ 14.9 ▲ 10.7

全産業

業
種

規
　
模

今回調査

2019年4～9月（今期） 2019年10～3月（見通し）
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１．貴社の国際化（※）について
（※貿易取引や海外企業との提携、海外進出など幅広い企業活動を指す）

・

・

・

・

・

・

生産拠点としてはベトナム、市場としてはインドを最も有望な進出先とみている。
国際化人材の不足が大きな課題となっている。

今後、国際化について「拡大する」と答えた企業は30.6％（前回34.7％【2017年10月調
査】）、「現状維持」は22.3%（前回18.0％）、「検討していない」は46.5％（前回39.5％）
であった。（図表9）

今後5年程度で、市場として有望な国・地域について、ベスト３はインド（15.9％）、ベトナ
ム（15.3％）、中国（12.7％）となった。（図表11）

図表9.国際化について

国際化を進める上での障壁、課題は「国際化人材の不足」が46.5％と最も多く、続いて「ノ
ウハウの不足」21.0％、「進出先の政情不安」16.5％となっている。（図表12）

業種別に見ると「拡大する」と答えた企業は製造業で43.9%であるのに対し、非製造業では
23.0%と製造業の方が「拡大する」とする企業が多い。また、企業の規模別に見ると大企業が
46.9%、中堅企業が19.6%、中小企業が19.1%と規模が大きいほど「拡大する」と回答している
比率が高い。（図表9）

今後5年程度で、生産拠点として有望な国・地域について、ベスト３はベトナム（21.7％）、
インド（10.8％）、タイ（8.3％）となった。（図表10）

国際化を進める上で、行政や経済団体に望むことは、「資金面での支援」が28.0％と最も多
く、続いて「人材育成支援」27.4％、「現地パートナーの紹介」23.6％となっている。（図
表13）

Ⅲ.その他

34.7

30.6

43.9

23.0

46.9

19.6

19.1

18.0

22.3

24.6

21.0

26.6

26.1

12.8

0.6

0.6

1.0

2.2

39.5

46.5

31.6

55.0

26.6

52.2

68.1

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=167)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

拡大する 現状維持 縮小する 検討していない 無回答

（2017年10月）
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１．貴社の国際化（※）について
（※貿易取引や海外企業との提携、海外進出など幅広い企業活動を指す）

図表10．生産拠点として有望な国・地域（複数回答可） 図表11．市場として有望な国・地域（複数回答可）

・生産拠点として有望な主な理由 ・市場として有望な主な理由

◎ その他 ◎ その他
　 ・オーストラリア 　 ・オーストラリア

・ケニア ・ケニア

ベトナム
経済成長性、中国からの拠点
移転、TPP11効果、親日的

中国
市場規模が大きい、人口の多
さ、経済大国である

順位

1位

2位

3位

順位

1位

2位

3位

インド

タイ

人口の多さ、経済成長性、Ｉ
Ｔ大国、人件費の安さ

既に進出済み、拠点あり

国名 理由

インド
人口の多さ、経済成長性、市
場が有望

国名
高い経済成長率、人件費の安
さ、労働人口の多さ、親日的ベトナム

理由

Ⅲ.その他

(%)(%)

21.7 
10.8 

8.3 

7.0 

5.1 

5.1 

3.2 
3.2 

2.5 
2.5 

1.9 

1.9 

1.9 

1.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

2.5 

0 5 10 15 20 25

ベトナム

インド

タイ

中国

インドネシア

米国

マレーシア

ミャンマー

カンボジア

シンガポール

台湾

フィリピン

欧州

バングラデシュ

韓国

ラオス

メキシコ

ブルネイ

ロシア

その他

回答数＝157

15.9

15.3

12.7

8.9

8.9

4.5

4.5

4.5

4.5

3.2

3.2

2.5

1.9

1.9

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

2.5

0 10 20

インド

ベトナム

中国

インドネシア

米国

台湾

タイ

ミャンマー

欧州

韓国

ロシア

マレーシア

カンボジア

シンガポール

フィリピン

ブルネイ

バングラデシュ

ラオス

メキシコ

その他

回答数=157

8



１．貴社の国際化（※）について
（※貿易取引や海外企業との提携、海外進出など幅広い企業活動を指す）

図表12.国際化を進める上での障壁、課題（複数回答可）

図表13.国際化を進める上で、行政や経済団体に望むこと（複数回答可）

Ⅲ.その他

46.5

21.0

16.6

12.7

11.5

11.5

10.2

2.5

1.9

3.2

0 10 20 30 40 50

国際化人材の不足

ノウハウの不足

進出先の政情不安

進出先との関係改善

日本との政治情勢

現地パートナーの不在

海外での認知度不足

関税障壁

資金不足

その他

回答数=157

28.0

27.4

23.6

18.5

17.2

8.9

7.6

7.6

3.8

1.9

0 10 20 30 40 50

資金面での支援

人材育成支援

現地パートナーの紹介

進出先との関係改善

ノウハウの提供支援

自由貿易協定の締結

販路拡大支援

経済交流会議の実施

現地情報の提供

その他

回答数=157

(%)

(%)
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２．北経連の「北陸近未来ビジョン（※1）」、「第四次中期アクションプラン（※2）」について

・

・

・

・

「北陸近未来ビジョン」に関して一定の評価を頂いているものの、「一人当たりＧＲＰ（域
内総生産）水準の引き上げ」については、今後具体策の提示が必要。北経連の活動で特に期
待することは、「定住人口増加に向けた取組み」となっている。

図表14.「北陸近未来ビジョン」への評価

※1「北陸近未来ビジョン」：北陸経済連合会が2019年6月に公表した、2030年代中頃の北陸の「あ
りたい姿」　を描いたビジョン。（資料1）

図表15.「北陸近未来ビジョン」の最も評価する点

図表16.「北陸近未来ビジョン」の最も評価できない点

「第四次中期アクションプラン」の重点項目のうち、北経連の活動で特に期待するものは、
「地方定着・地方回帰による定住人口増加に向けた取組み」が35.0％（1位回答）と最も多
く、続いて「関東、関西および中部との交流促進のためのアクセス向上（北陸新幹線の敦賀
までの早期開業、フル規格での大阪までの延伸）」12.7％（1位回答）、「域内産業集積を活
かしたものづくり拠点形成支援」7.6％（1位回答）となっている。（図表17）

「北陸近未来ビジョン」の中で、最も評価する点は「スマート・リージョン北陸の定義」が
56.7％と最も多く、最も評価できない点は「一人当たりGRP（域内総生産）水準の引き上げ」
が31.8％と最も多かった。（図表15，16）

※2「第四次中期アクションプラン」：2016年に策定した北陸を「関東・関西・中部と並ぶ圏域となるべ
く、『地方創生のモデル地域』を目指した」北陸経済連合会の5か年の中期行動計画。（資料2）

「北陸近未来ビジョン」への評価は、「大いに評価する」「評価する」が78.3％、「どちら
ともいえない」が19.1％、「評価しない」「全く評価しない」が0.6％であった。（図表14）

北経連会員としてのメリットは「地域経済の活性化方策（北経連の活動）に対する意見反
映」が、46.5％と最も多く、続いて「講演会、セミナー、懇談会への参加による情報収集」
44.6％、「人的ネットワークの形成」38.9％となっている。（図表18）

Ⅲ.その他

12.1 66.2 19.1

0.6 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

大いに評価する 評価する どちらともいえない 評価しない 全く評価しない 無回答

56.7 26.1 12.1

0.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

スマート・リージョン北陸の定義 「一人当たりＧＲＰ（域内総生産）」水準の引き上げ

多様性と一体性の両立 その他

無回答

9.6 31.8 17.2 15.9 25.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

スマート・リージョン北陸の定義 「一人当たりＧＲＰ（域内総生産）」水準の引き上げ

多様性と一体性の両立 その他

無回答
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２．北経連の「北陸近未来ビジョン」、「第四次中期アクションプラン」について

図表17.第四次中期アクションプランの重点項目のうち、北経連の活動で特に期待すること

図表18.北経連の会員としてのメリット（複数回答可）

（回答数=157）

Ⅲ.その他

第四次中期アクションプランの重点項目 1位
（回答率％）

2位
（回答率％）

3位
（回答率％）

　地方定着・地方回帰による定住人口増加に向けた取組み 35.0 7.6 8.3

　関東、関西および中部との交流促進のためのアクセスの向上
（北陸新幹線の敦賀までの早期開業、フル規格での大阪までの延伸）

12.7 9.6 13.4

　域内産業集積を活かしたものづくり拠点形成支援 7.6 9.6

　魅力あるまちづくりに関する取組み 6.4 10.2

　新規事業創出、産業高度化、付加価値向上のための産学金官連携支援 5.7 13.4

　企業誘致 8.3

　北陸三県の観光業界が一体となった広域観光の推進 10.2

　国内外に向けた北陸の魅力のより効果的な発信 7.0

46.5

44.6

38.9

29.9

27.4

15.9

9.6

8.3

0.6

3.8

0 10 20 30 40 50

地域経済の活性化方策（北経連の活動）に対する意見反映

講演会、セミナー、懇談会への参加による情報収集

人的ネットワークの形成

ビジネスチャンスの発見

行政（国・県）への要望に対する意見反映

他企業、大学等との連携による新技術、新事業の創出

企業のイメージアップ（ＣＳＲ、社会貢献等）

海外への進出、海外との交流のための情報収集

その他

無回答

回答数＝157

(%)
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北陸地域の2019年度上期(4月～9月)の景気は2018年度下期(10月～3月)に比べどのように
変化したと思われますか。（季節的要因を除外してお答え下さい。）

北陸地域の2019年度下期(10月～3月)の景気は2019年度上期(4月～9月)に比べどのように
変化すると思われますか。（季節的要因を除外してお答え下さい。）

2019年度上期の景気（前期比）

2019年度上期の景気（見通し）

景 気 動 向Ⅰ

0.6 

1.0

2.1

6.4 

7.0

6.0

4.7

8.7

6.4

57.3 

43.9

65.0

54.7

60.9

57.4

32.5 

43.9

26.0

39.1

21.7

34.0

3.2 

5.3

2.0

1.6

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

良くなった やや良くなった 変わらない やや悪くなった 悪くなった 無回答

参考（アンケート調査結果）

5.1 

8.8

3.0

4.7

6.5

4.3

43.9 

33.3

50.0

45.3

34.8

51.1

44.6 

47.4

43.0

46.9

50.0

36.2

6.4 

10.5

4.0

3.1

8.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる 無回答
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2019年度上期(4月～9月)の北陸地域の景気は基調として以下のどの局面にあると判断されて
いますか。

Q.3で「すでに回復」「回復基調」と回答された方へ
2018年度下期(10月～3月)の景気が良いのは何によるものだと思われますか。（複数回答可）

【業種別】

2019年度上期の景気基調

2018年度下期の景気が良い理由（複数回答）

景 気 動 向Ⅰ

58.3

33.3

25.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

55.6

33.3

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

設備投資の回復

公共投資の効果

個人消費の回復

住宅投資の増加

企業収益の回復

輸出の増加

経済政策

その他

全産業(n=21)

製造業(n=4)

非製造業 (n＝17)

(%)

11.1 

1.3 

1.8

1.0

1.6

2.2

39.2 

6.4 

3.5

8.0

7.8

6.5

4.3

17.6 

54.8 

47.4

59.0

56.3

50.0

57.4

21.6 

35.7 

43.9

31.0

32.8

39.1

36.2

10.5 

0.6 

1.8

2.2

1.3 

1.8

1.0

1.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=153)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

すでに回復 回復基調 横這い 下降 その他 無回答
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Q.3で「すでに回復」「回復基調」と回答された方へ
2018年度下期(10月～3月)の景気が良いのは何によるものだと思われますか。（複数回答可）

【規模別】

Q.3で「横這い」「下降」と回答された方へ
北陸地域の景気が今後回復に転じると予想される時期はいつ頃と思われますか。

◎その他の具体的な回答

・ 先行き不透明

・ 現時点では判断不能

2018年度下期の景気が良い理由（複数回答）

景気が回復に転じる時期

景 気 動 向Ⅰ

66.7

33.3

50.0

50.0

16.7

0.0

0.0

0.0

75.0

25.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

設備投資の回復

公共投資の効果

個人消費の回復

住宅投資の増加

企業収益の回復

輸出の増加

経済政策

その他

大 企 業 (n＝14)

中堅企業 (n＝5)

中小企業 (n＝2)

2.8

1.9

3.3

7.3

2.3

30.3

26.9

32.2

28.1

34.1

29.5

18.3

26.9

13.3

22.8

9.8

20.5

31.0

28.8

32.2

31.6

31.7

29.5

12.7

11.5

13.3

12.3

12.2

13.6

4.9

3.8

5.6

5.3

4.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全産業(n＝142)

製造業(n＝52)

非製造業(n＝90)

大 企 業 (n＝57)

中堅企業 (n＝41)

中小企業 (n＝44)

2019下期 2020上期 2020下期 2021上期 以降 その他 無回答

(%)
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貴社の2019年度上期(4月～9月)の業績は、2018年度下期(10月～3月)に比べどのように
変化しましたか。(季節的要因を除外してお答え下さい。)

貴社の2019度下期(10月～3月)の業績は、2019年度上期(4月～9月)に比べどのように
変化すると思われますか。(季節的要因を除外してお答え下さい。)

2019年度上期の業績（前期比）

2019年度下期の業績（見通し）

業 績Ⅱ

4.5 

5.3

4.0

3.1

6.5

4.3

19.7 

19.3

20.0

15.6

21.7

23.4

40.8 

33.3

45.0

46.9

32.6

40.4

28.7 

36.8

24.0

25.0

32.6

29.8

5.1 

5.3

5.0

6.3

6.5

2.1

1.3 

2.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

改善した やや改善した 変わらない やや悪化した 悪化した 無回答

2.5 

4.0

3.1

2.2

2.1

14.6 

19.3

12.0

9.4

19.6

17.0

48.4 

29.8

59.0

50.0

47.8

46.8

28.0 

40.4

21.0

29.7

28.3

25.5

5.1 

10.5

2.0

4.7

2.2

8.5

1.3 

2.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

改善する やや改善する 変わらない やや悪化する 悪化する 無回答
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現在の貴社の業績水準についてどう思われますか。

現在の業績水準

3.9 

37.3 

27.4 

22.8

30.0

25.0 

30.4 

27.7 

42.5 

51.6 

54.4

50.0

53.1 

43.5 

57.4 

15.0 

17.8 

21.1

16.0

18.8 

21.7 

12.8 

1.9 

1.8

2.0

4.3 

2.1 

1.3 

1.3 

2.0

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=153)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

大変良い 良い どちらとも言えない 悪い 大変悪い 無回答

業 績Ⅱ
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 貴社にとっての経営上の課題は、どのような点でしょうか。（3つまで回答可）

【業種別】

【規模別】

◎その他の具体的な回答

・ 働き方改革への対応 ・ 需要の減少 ・ 元請受注の強化

・ 原価管理の高度化による収益力強化 ・ 志賀原子力発電所の早期再稼働

経営上の課題（3つまで回答）

経営上の課題（3つまで回答）

業 績Ⅱ

(%)

62.5

54.7

37.5

37.5

15.6

12.5

14.1

12.5

1.6

4.7

3.1

3.1

78.3

47.8

34.8

26.1

19.6

13.0

4.3

2.2

10.9

2.2

2.2

4.3

89.4

48.9

31.9

38.3

17.0

8.5

0.0

2.1

4.3

2.1

0.0

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

人材養成・確保

国内販売力の強化

新商品開発

新分野への進出

原材料費の削減

研究開発

環境問題への対応

輸出競争力の強化

円滑な資金調達

余剰人員の削減

過剰設備の削減

その他

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

75.2

51.0

35.0

34.4

17.2

11.5

7.0

6.4

5.1

3.2

1.9

3.2

56.1

47.4

49.1

29.8

26.3

26.3

8.8

17.5

3.5

3.5

1.8

0.0

86.0

53.0

27.0

37.0

12.0

3.0

6.0

0.0

6.0

3.0

2.0

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

人材養成・確保

国内販売力の強化

新商品開発

新分野への進出

原材料費の削減

研究開発

環境問題への対応

輸出競争力の強化

円滑な資金調達

余剰人員の削減

過剰設備の削減

その他

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

(%)
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１．貴社の国際化（※）に関する考えについてお聞きします。
（※ 貿易取引や海外企業との提携、海外進出など幅広い企業活動を指す）

貴社は国際化について、今後どのように取り組みますか。

◎検討していない理由

　・ 国際化のインセンティブがない 　・ 国内生産で手一杯

　・ 営業区域が国内のみ

今後5年程度で、生産拠点として有望な国・地域はどこですか。
また、その理由は何ですか。（3つまで回答可）

・生産拠点として有望な主な理由

◎ その他

　 ・オーストラリア 　
・ケニア

順位 国名 理由

国際化について

有望な国・地域（3つまで回答）

3位 タイ
既に進出済み、拠点あり

1位 ベトナム
高い経済成長率、人件費の安
さ、労働人口の多さ、親日的

2位 インド
人口の多さ、経済成長性、Ｉ
Ｔ大国、人件費の安さ

34.7

30.6

43.9

23.0

46.9

19.6

19.1

18.0

22.3

24.6

21.0

26.6

26.1

12.8

0.6

0.6

1.0

2.2

39.5

46.5

31.6

55.0

26.6

52.2

68.1

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(n=167)

全 産 業 (n=157)

製 造 業 (n=57)

非製造業 (n=100)

大 企 業 (n=64)

中堅企業 (n=46)

中小企業 (n=47)

拡大する 現状維持 縮小する 検討していない 無回答

その他Ⅲ

(%)

21.7 
10.8 

8.3 

7.0 

5.1 

5.1 

3.2 
3.2 

2.5 
2.5 

1.9 

1.9 

1.9 

1.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

2.5 

0 5 10 15 20 25

ベトナム

インド

タイ

中国

インドネシア

米国

マレーシア

ミャンマー

カンボジア

シンガポール

台湾

フィリピン

欧州

バングラデシュ

韓国

ラオス

メキシコ

ブルネイ

ロシア

その他

回答数＝157

（2017年10月）
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今後5年程度で、市場として有望な国・地域はどこですか。
また、その理由は何ですか。（3つまで回答可）

【全産業】

・市場として有望な主な理由

◎ その他
　 ・オーストラリア

・ケニア

有望な国・地域（3つまで回答）

順位 国名 理由

1位 インド
人口の多さ、経済成長性、市
場が有望

2位 ベトナム
経済成長性、中国からの拠点
移転、TPP11効果、親日的

3位 中国
市場規模が大きい、人口の多
さ、経済大国である

その他Ⅲ

(%)

15.9

15.3

12.7

8.9

8.9

4.5

4.5

4.5

4.5

3.2

3.2

2.5

1.9

1.9

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

2.5

0 10 20

インド

ベトナム

中国

インドネシア

米国

台湾

タイ

ミャンマー

欧州

韓国

ロシア

マレーシア

カンボジア

シンガポール

フィリピン

ブルネイ

バングラデシュ

ラオス

メキシコ

その他

回答数=157
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今後、国際化を進める上で障壁、課題となるものはなんですか。（複数回答可）

国際化を進める上で、行政や経済団体に望むことはなんですか。（複数回答可）

その他Ⅲ

46.5

21.0

16.6

12.7

11.5

11.5

10.2

2.5

1.9

3.2

0 10 20 30 40 50

国際化人材の不足

ノウハウの不足

進出先の政情不安

進出先との関係改善

日本との政治情勢

現地パートナーの不在

海外での認知度不足

関税障壁

資金不足

その他

回答数=157

28.0

27.4

23.6

18.5

17.2

8.9

7.6

7.6

3.8

1.9

0 10 20 30 40 50

資金面での支援

人材育成支援

現地パートナーの紹介

進出先との関係改善

ノウハウの提供支援

自由貿易協定の締結

販路拡大支援

経済交流会議の実施

現地情報の提供

その他

回答数=157

(%)

(%)
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２．北経連の「北陸近未来ビジョン」、「第四次中期アクションプラン」についてお聞きします。

北陸近未来ビジョンへの評価

「北陸近未来ビジョン」について、評価しますか。

「北陸近未来ビジョン」の中で、最も評価する点はなんですか。

北陸近未来ビジョンへの評価する点

「北陸近未来ビジョン」の中で、最も評価できない点はなんですか。

北陸近未来ビジョンへの評価する点

※北陸近未来ビジョン：北陸経済連合会が2019年6月に公表した、2030年代中頃の北陸の「ありたい姿」
を描いたビジョン。

12.1 66.2 19.1

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

大いに評価する 評価する どちらともいえない 評価しない 全く評価しない 無回答

その他Ⅲ

56.7 26.1 12.1

0.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

スマート・リージョン北陸の定義 「一人当たりＧＲＰ（域内総生産）」水準の引き上げ

多様性と一体性の両立 その他

無回答

9.6 31.8 17.2 15.9 25.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数=157

スマート・リージョン北陸の定義 「一人当たりＧＲＰ（域内総生産）」水準の引き上げ

多様性と一体性の両立 その他

無回答
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２．北経連の「北陸近未来ビジョン」、「第四次中期アクションプラン」についてお聞きします。

（回答数=157）

2016年～2020年の第四次中期アクションプランの重点項目のうち、北経連の活動で特に期待すること
はなんですか。

※「第四次中期アクションプラン」：2016年に策定した北陸を「関東・関西・中部と並ぶ圏域となるべ
く、『地方創生のモデル地域』を目指した」北陸経済連合会の5か年の中期行動計画。

第四次中期アクションプランの22の重点項目のうち、北経連の活動で特に期待することを上位3
位まで聞き取り。１～3位の回答のうち、それぞれ上位5位までの重点項目と、回答率を記載。

その他Ⅲ

第四次中期アクションプランの重点項目 1位
（回答率％）

2位
（回答率％）

3位
（回答率％）

　地方定着・地方回帰による定住人口増加に向けた取組み 35.0 7.6 8.3

　関東、関西および中部との交流促進のためのアクセスの向上
（北陸新幹線の敦賀までの早期開業、フル規格での大阪までの延伸）

12.7 9.6 13.4

　域内産業集積を活かしたものづくり拠点形成支援 7.6 9.6

　魅力あるまちづくりに関する取組み 6.4 10.2

　新規事業創出、産業高度化、付加価値向上のための産学金官連携支援 5.7 13.4

　企業誘致 8.3

　北陸三県の観光業界が一体となった広域観光の推進 10.2

　国内外に向けた北陸の魅力のより効果的な発信 7.0
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２．北経連の「北陸近未来ビジョン」、今後の活動についてお聞きします。

北経連の会員としてのメリットはなんですか。（複数回答可）

北経連の会員としてのメリット

その他Ⅲ

46.5

44.6

38.9

29.9

27.4

15.9

9.6

8.3

0.6

3.8

0 10 20 30 40 50

地域経済の活性化方

策（北経連の活動）に

対する意見反映

講演会、セミナー、懇

談会への参加による情

報収集

人的ネットワークの形

成

ビジネスチャンスの発

見

行政（国・県）への要望

に対する意見反映

他企業、大学等との連

携による新技術、新事

業の創出

企業のイメージアップ

（ＣＳＲ、社会貢献等）

海外への進出、海外と

の交流のための情報

収集

その他

無回答

回答数＝157

(%)
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北陸近未来ビジョン 
～2030 年代中頃の北陸のありたい姿～ 

＜要  旨＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2019 年 6月 
北陸経済連合会 

【北陸近未来ビジョン策定の目的】 

  ・2017 年度に当会創立 50 周年を迎えたのを機に、次の新たな時代へ向かうにあたり、2030 年代中頃の北

陸の「ありたい姿」を描き、今後の当会として取り組むべき活動の方向性を整理。 

【北陸近未来ビジョンの概要】 

１．2030 年代中頃の北陸のありたい姿（将来像）：『スマート・リージョン北陸』 （Society5.0 の実現により

SDGs を達成 －少子高齢化・人口減少社会を克服し､人々が豊かで幸せに暮らす北陸－） 

  (1)『スマート・リージョン北陸』の定義 

    ・東京－大阪間が北陸新幹線、東海道新幹線、リニア中央新幹線の３軸で重層的に繋がる強固な「ゴー

ルデンループ」が完成しているとともに、ＡＩ・ＩｏＴ等の最先端技術が普及し、あらゆる分野での「デジタル

革新」が進展している社会を想定。 

    ・この『スマート・リージョン北陸』では、時間・場所の制約からの解放により、海外を含めた北陸域内外と

の経済的・社会的・文化的交流が促進され、グローバル規模での取引が活発化しているほか、北陸の

各都市が最先端のデジタル技術を駆使した「デジタルイノベーションシティ」 として新たな価値を生み出

す都市へと変貌している。 

     さらに、各都市の魅力が「点」→「線」→「面」へと広がり、コンパクトさを活かした一体感のある北陸三県

としての『One Hokuriku』を形成している。 

  (2)北陸の人々が持ち続けてきた「ココロ」の継承と新たな価値観の「受容」 

    ・『スマート・リージョン北陸』では、物理的な豊かさだけでなく、北陸三県で共通する気候風土・歴史・文化

を背景に育んできた気質（忍耐力、勤勉性、思いやりの心、情け、人間味、風流など）をベースに、多様

な価値観を持つ人々を受け入れ、共生していくための「ココロの豊かさ」を共有。 

  (3)持続可能な北陸の形成に向けて 

（『スマート・リージョン北陸』の形成を通じて、持続可能な北陸を築いていくための目標） 

・海外も含めた域外需要の取り込みによる北陸の「一人当たりＧＲＰ（域内総生産）」水準の引き上げ 

       大都市圏並みの 7 百万円/人［北陸の現行水準の 1.75 倍］を目指す 

       （国で例えるなら北欧４か国（ノルウェー、スウェーデン、フィンランド、デンマーク）平均を超える水準を目指す） 

※上記の目標達成に向けて、今後も成長が見込まれる新興国を中心としたグローバル需要の積極

的な取り込みや、イノベーションを通じた高付加価値型産業への転換による足腰の強い成長基盤

の確立が必要 

・多様性と一体性の両立（ダイバーシティ＆インクルージョン） 

       国籍・人種・性別・年齢・ライフスタイル等の違いを「受容」することで、多様な人材がそれぞれの能力

を最大限に発揮でき、北陸に住む人々が活き活きと幸せに暮らせる社会の実現を目指す 

２．『スマート・リージョン北陸』の実現に向けた施策の方向性 

    ・強固な「ゴールデンループ」の完成に向けた北陸新幹線の大阪までの早期全線開業や高速道路の全

線 4 車線化・ミッシングリンク解消等の高速交通網の早期整備をはじめ、最先端技術へのキャッチアッ

プやグローバル化対応のための高度人材の育成強化、産学官金および北陸三県の連携強化、働き方

改革の推進や定住人口・交流人口・関係人口の拡大等に向けた取り組みが必要。 

    ・今回整理した当会として取り組むべき施策の方向性をもとに、今後、第五次中期アクションプラン［2021

～2025 年度］を策定。 
 

〔参考〕北陸近未来ビジョンの検討にあたっては、幅広い層の意見を取り入れるため、若者（大学生）や生活

者（年配者）へのヒアリングを実施。このほか、一般財団法人日本経済研究所専務理事（チーフエコ

ノミスト）鍋山徹氏を招いての講演会を通じて、専門的見地から助言いただくとともに、検討全般に関

して、株式会社日本経済研究所地域本部地域振興部の協力を仰いだ。 

以  上 
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